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研究内容の説明文 

説明用課題名※ 

(括弧内は申請課題名) 
輸血医療の安全性向上のためのデータ構築研究（輸血医療の安全

性向上のためのデータ構築研究） 

研究期間 2022年４月から 2025年３月 

研究機関名 日本赤十字社 血液事業本部 
研究責任者職氏名 技術部次長 後藤直子 
※献血者に対しても理解しやすく、平易な文言を使用した課題名 
研究の説明  
１ 研究の目的・意義・予測される研究の成果等 
 皆様から採血させていただいた献血血液は輸血用血液、また分画用原料血漿を経た後

に、血漿分画製剤として医療機関に届けられて医療現場における治療の重要な役割を果た

しています。 
本研究では輸血用血液として製造された情報について、採血いただいた皆様の製造・検

査、保管、そして医療機関で実際に輸血されるまでの一連の情報と、実際に輸血を受けた

患者様における輸血効果（有効性）や有害事象の発生（副作用等）などの患者様のデータ

との連携を行い、そのデータ解析をすることで、総合的な輸血用血液製剤の有効性や安全

性についての検証から今後の輸血医療の安全性向上に向けたデータ構築、また併せて輸血

医療の使用実態確認による適正な輸血医療の確認を行っていきます。輸血用血液は、献血

者個々による製剤素因となることから、年代・性差・血液型・保管期間等による様々な影

響についての検証を行う研究です。今回連携する献血者の情報はすべての製剤に共通する

情報であり、それぞれの献血者の個人情報を検証するものではありません。 
 
２ 使用する献血者の試料と情報の項目 

 献血者の試料の種類： 該当なし 

 献血者の情報：2021年から 2023年の間に医療機関へ提供した血液製剤の「製品名、製

造番号、採血日*、有効期限、ABO血液型と Rh血液型、納品日（同一製

造品）」および献血者情報「性別、年代」 

 
３ 共同研究機関及びその研究責任者氏名 
  《献血血液等（情報）を使用する共同研究機関》  

研究機関：国立感染症研究所 

   研究責任者：松岡 佐保子 

 
《献血血液等を使用しない共同研究機関》  

 
４ 献血血液等を利用又は提供を開始する予定日 

 2024年１月１日（承認後１か月以上先を設定する） 
 
５ 方法《献血者の試料・情報の使用目的・使用方法含む》 
 献血血液等のヒト遺伝子解析：■行いません。 □行います。 
《研究方法》 
 医療機関から提供された輸血実施情報（患者情報等）と上記２で説明の情報の連携を行
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い、各種素因（輸血実施情報における輸血患者情報等も含みます）による解析・検証を実

施します。 

 

６ 研究の対象とされることへの拒否について 
研究に使用される前で、個人の特定ができる状態であれば同意の撤回が出来ます。 

 
７ 上記６を受け付ける方法 

お問い合わせ（情報の研究への使用の差し止め等）は以下にご連絡ください。 
  

所属 日本赤十字社 血液事業本部 安全管理課 
担当者 日野郁生 
電話 03-3437-7200 
Mail i-hino@jrc.or.jp 


